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思
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ふ
れ
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医
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よ
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湖東記念病院
循環器内科

Koto memorial hospital

明
寺（
国
宝
）、
永
源
寺
、
百
済
寺
、
石
塔
寺
な
ど
多
く

の
古
刹
が
あ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。ま
た
、中
世
以
降

は
市
場
町
や
門
前
町
に
連
な
る
交
通
の
要
衝
の
地
と

し
て
栄
え
、近
世
に
は
近
江
商
人
が
活
躍
し
、多
く
の

企
業
家
を
生
ん
で
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
と
の
交
流
を
通
し
て
、
数
多
く
の
文
化
が
は

ぐ
く
ま
れ
て
き
た
ま
ち
で
す
。

　
平
成
1
7
年
2
月
1
1
日
に
は
、1
市
4
町（
八
日

市
市
・
永
源
寺
町
・
五
個
荘
町
・
愛
東
町
・
湖
東
町
）

が
合
併
し「
東
近
江
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。　

　
そ
し
て
さ
ら
に
平
成
1
8
年
1
月
1
日
、
東
近
江

市
は
蒲
生
町
お
よ
び
能
登
川
町
と
合
併
し
、
新
し
い

「
東
近
江
市
」に
な
り
ま
し
た
。

循
環
器
疾
患
診
療
の
現
況

　
湖
東
記
念
病
院
は
、循
環
器
内
科
、心
臓
血
管
外

科
、
脳
神
経
外
科
を
中
心
と
し
た
常
勤
医
2
5
名

の
コ
ン
パ
ク
ト
な
病
院
で
す
が
、
2
5
万
人
の
東

近
江
医
療
圏
、
4
0
万
人
の
滋
賀
湖
東
地
域
の
循

環
器
疾
患
医
療
を
責
任
を
持
っ
て
担
う
べ
く
、
計

は
じ
め
に

　
今
回
、昴
会
本
部
よ
り
、湖
東
記
念
病
院
　
循
環
器

内
科
紹
介
と
い
う
大
変
貴
重
な
機
会
を
頂
き
ま
し

た
。

　
湖
東
記
念
病
院
の
あ
る
人
口
1
1
5,
3
7
9
人

の
東
近
江
市
は
、滋
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、東

は
鈴
鹿
の
山
並
み
か
ら
琵
琶
湖
の
東
部
に
広
が
る
湖

東
平
野
に
位
置
し
、
市
の
中
央
を
鈴
鹿
山
脈
に
源
を

発
し
琵
琶
湖
に
注
ぐ
愛
知
川
が
東
西
に
貫
流
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
京
阪
神
と
中
京
圏
か
ら
い
ず
れ
も

1
0
0
k
m
内
に
位
置
し
て
お
り
、
名
神
高
速
道
路

（
八
日
市
I
C
、
蒲
生
ス
マ
ー
ト
I
C
）、
国
道
8
号
、

国
道
3
0
7
号
、
国
道
4
2
1
号（
八
風
街
道
）が
道

路
網
の
主
要
軸
を
構
成
し
、
ま
た
公
共
交
通
は
本
市

と
京
阪
神
を
結
ぶ
J
R
琵
琶
湖
線
（
新
快
速
停
車
　

能
登
川
駅
）、地
域
基
幹
交
通
機
関
と
し
て
近
江
鉄
道

が
走
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
歴
史
と
し
て
は
、額
田
王（
ぬ
か
た
の
お
お
き

み
）と
大
海
人
皇
子（
お
お
あ
ま
の
み
こ
）の
相
聞
歌

の
舞
台
と
な
っ
た
蒲
生
野
や
、金
剛
輪
寺（
国
宝
）、西

施設の沿革
2000 年 
　　　　　　　
2004 年 
2005 年
2005 年
2010 年
2014 年

2015 年

現在、湖東記念病院、日野記念病院、能登川病院合わせて約 400床、救急車受入れは年間 2000 件近くのグループと
なっております。

10月
　　　　　　　

12月
4月
8月
4月
4月

4月

まずは循環器、脳外科専門病院を目指し、滋賀県東近江市に開設
入院ベッド数：116床（一般 110床 +CCU 6 床）
滋賀ガンマナイフセンター稼動
心臓血管センター稼動
第 2カテ室稼動
バイプレーンシネ装置稼働
湖東循環器病センター（一般 24床、CCU 5 床）完成
心臓血管外科開設
移転と同時に現病棟は脳外科専用病棟（一般 50床）へ
病院全体としても、129床に増床（一般 118床 +ICU 6 床 +CCU 5 床）
東近江市立能登川病院が指定管理となる。

草津田上－八日市 /　
名神利用で、滋賀医科大学からは 35分
彦根－湖東三山 /　
名神利用で彦根からは 15分

Vol.3 ● 2018昴ネットS U B A R U    N E T

Vol.3 ● 2018昴ネットS U B A R U    N E T

Vol.3 ● 2018
昴ネットS U B A R U    N E T

常
在
戦
場

巻
頭
特
集

前
回
の

市
民
公
開
講
座

に
つ
い
て

また昴会からは仲医師に「腹痛から考える身近な病気」
池本医師に「白内障とよくある網膜の病気について」
をテーマにそれぞれ講演を行いましたので御報告致します。
今後も昴会では市民の方々に御満足いただけるような講座の
開催を予定すると共に、他の医療機関などと協力し、
より一層質の高い医療を提供できるように努めて参りますので
どうぞよろしくお願い申し上げます。

眼
科
　
池
本
医
師

もくじ

前回の市民公開講座について

巻頭特集　常在戦場

　馬渕　博

特別対談①　皮膚科医、形成外科医インタビュー

　山根　尚子、荒川　夏希

特別対談②　外科医インタビュー

　長谷川　均、油木　純一

能登川病院　健診のすゝめ

　河合　明彦

昴会地域医療連携室と社会福祉士のおはなし

病院で働く社会福祉士ってどんな仕事？

　東川　由美子

昴会看護部　今回は・・・湖東記念病院　看護部を紹介します！

保育所だより

リスタあすなろ　デイケアの風景、個別ケアの提供

昴会・随想録

　相馬　俊臣

新任医師・異動医師の紹介

平成30年度昴会入社式を行いました！

ＪＲＡ武豊騎手、日野記念病院にマッサージチェア寄贈

求人情報

2.

3.

6.

8.

11.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

前
回
の
市
民
公
開
講
座
は
2
0
1
7
年
11
月
25
日
に

「
学
ぼ
う
！
目
・
胃
腸
・
肝
臓
の
病
気
」
と

題
し
て
能
登
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

寒
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
々
に
御
来
場
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

前
回
の
講
座
で
は
、
京
都
府
立
医
大
よ
り
伊
藤
教
授
を
お
招
き
し
、

「“

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し”

知
っ
て
お
き
た
い
肝
臓
の
病
気
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

2018年５月13日（日）第８回市民公開講座～心臓病で命を落
とさないために～を開催いたします。湖東記念病院　馬渕医師に
ご講演いただきます。次ページからはじまる巻頭特集ページで、
馬渕医師より湖東記念病院循環器内科の紹介をしていただいてお
ります。ぜひご覧ください。

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

ド
ラ
イ
ブ
中
に
通
り
か
か
っ
た

公
園（
滋
賀
県
内
）に
て
撮
影
。

厳
し
か
っ
た
冬
か
ら
春
の
訪
れ

を
感
じ
と
れ
る
風
景
と
し
て
、
色

合
い
・
構
成
共
に
上
手
く
表
現

で
き
ま
し
た
。

昴
ネ
ッ
ト
の
表
紙
に
採
用
し
て

頂
き
非
常
に
光
栄
で
す
。

撮
影
・
写
真
提
供
者

湖
東
記
念
病
院 

医
事
課
　 

松
　
村

副
院
長
　
馬
渕
　
博

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日（
午
後
）

に
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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冠
動
脈
C
T
は
年
間
1
0
0
0
件
以
上
、
心
臓

超
音
波
検
査
も
年
間
2
0
0
0
件
以
上
で
推
移
し

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
2
7
年
3
月
当
院
導
入
の
冠
動
脈
C
T
‥

G
E
ヘ
ル
ス
ケ
ア　

D
i
s
c
o
v
e
r
y 

C
T
7
5
0 

H
D　

F
R
E
E
d
o
m　

E
d
i
t
i
o
n
は
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
検
出
器
搭
載

に
よ
り
、
従
来
の
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
C
T
と
比
べ
、

さ
ら
に
高
分
解
能
を
達
成
し
て
お
り
、
ス
テ
ン
ト

内
や
高
度
石
灰
化
病
変
の
評
価
に
素
晴
ら
し
い
画

像
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　

2
0
1
4
年
に
は
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

も
開
設
さ
れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
達

が
病
院
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

循
環
器
内
科
、心
臓
血
管
外
科
の
現
況

　

当
科
で
は
こ
こ
1
0
年
、
年
間
6
0
0
〜

7
0
0
例
の
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
滋

賀
県
最
多
症
例
数
）、
5
0
例
前
後
の
末
梢
血
管
イ

ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
5
0
例
前
後
の
恒
久
的
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
込
み
術
、
2
0
例
前
後
の
カ
テ

ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。緊

急
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
は
年
間
平
均
1
0
0
件
程
度

あ
り
、
2
4
時
間
3
6
5
日
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。当
院
の
特
徴
は
、
ロ
ー
タ
ー
ブ
レ
ー
タ
ー
の
使

用
や
慢
性
完
全
閉
塞
の
治
療
な
ど
の
高
度
な
技
術

を
追
求
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
第
一
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
お
り
ま
す
。幸
い
、
開
院
以
来
、
急
性

冠
症
候
群
に
対
す
る
緊
急
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン

以
外
の
待
機
症
例
で
の
死
亡
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
き
な
後
遺
症
を
伴
う
重
篤
な
合
併
症
も
皆
無
で

す
。最
近
は
心
臓
血
管
外
科
医
達
と
共
同
で
腹
部

大
動
脈
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
も

開
始
し
て
お
り
、一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

院
内
設
備
は
、

第
一
カ
テ
室
：
東
芝
社
製
バ
イ
プ
レ
ー
ン
シ
ネ
ア

　
　
　
　
　
　

ン
ギ
オ
装
置　

1
台

第
二
カ
テ
室
：
東
芝
社
製
バ
イ
プ
レ
ー
ン
シ
ネ
ア

　
　
　
　
　
　

ン
ギ
オ
装
置　

1
台

第
三
カ
テ
室
：
G
E
社
製
シ
ン
グ
ル
プ
レ
ー
ン
シ

　
　
　
　
　
　

ネ
ア
ン
ギ
オ
装
置
1
台

と
十
分
な
内
容
で
す
。同
時
に
3
例
の
A
M
I
に

対
応
で
き
ま
す
。

　

滋
賀
医
大
き
っ
て
の
当
院
心
臓
血
管
外
科
は
、

開
設
3
年
目
と
な
り
、冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
、弁
形

成
・
置
換
術
、
胸
部
大
動
脈
瘤
な
ど
の
開
胸
術
は

年
平
均
6
0
例
前
後
、
腹
部
大
動
脈
や
末
梢
血
管
、

下
肢
静
脈
瘤
手
術
な
ど
を
含
め
た
総
手
術
数
は

2
0
0
例
前
後
と
高
い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

当
院
で
は
、循
環
器
内
科
医
、心
臓
血
管
外
科
医

を
主
に
、
麻
酔
科
医
、
臨
床
工
学
技
士
、
放
射
線
技

師
、看
護
師
な
ど
が
対
等
に
議
論
し
、患
者
さ
ん
に

と
っ
て
最
適
と
思
わ
れ
る
方
法
を
選
択
し
、
協
力

し
て
治
療
を
行
う
た
め
に
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
を
結
成

し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、
一
人
の
心
臓

病
で
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
を
治
療
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
循
環
器
内
科
と
か
心
臓
外
科
と

か
の
単
科
医
師
が
治
療
方
針
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
共
同
で
最
適
な
治
療
方
針
を
決
め
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
し
て
、
拡
大
し
た
概
念
と
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
診
療
部
門
の
み
な
ら
ず
、一
般
内
科
医
、心

臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士
、
地
域
の
か
か

り
つ
け
医
師
、関
連
す
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、在
宅
ケ

ア
チ
ー
ム
な
ど
が
結
集
し
て
一
人
の
患
者
さ
ん
の

た
め
に
治
療
方
針
を
協
議
し
て
、
決
定
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　

日
本
循
環
器
学
会
、
日
本
心
臓
外
科
学
会
な
ど

8
学
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

る
冠
動
脈
血
行
再
建
協
議
会
は
、
2
0
1
2
年
に

発
表
し
た
「
安
定
冠
動
脈
疾
患
に
対
す
る
冠
血
行

再
建
術
（
P
C
I
/
C
A
B
G
）：
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
＆
適
応
」で
、「
冠
血
行
再
建
方
法
の
選
択
は
、内

科
医
と
外
科
医
の
共
同
討
議
を
踏
ま
え
て
患
者
に

提
案
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
提
言
。さ
ら
に
、

「
今
後
は
国
内
で
冠
動
脈
疾
患
は
ハ
ー
ト
チ
ー
ム

に
よ
る
治
療
へ
と
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」
と

も
述
べ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、2
0
1
4
年
9
月
、E
S
C
/
E
A
C
T
S

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
版
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。本

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
待
機
的
P
C
I
が
可
能
な
安
定

狭
心
症
患
者
に
は
、
治
療
前
に
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
が

協
議
し
た
上
で
、
患
者
に
治
療
の
選
択
肢
を
提
示

す
る
こ
と
を
強
く
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
国
際
的
に
も
、
個
々
の
患
者
で
狭

窄
度
や
合
併
症
、年
齢
、長
期
予
後
な
ど
を
考
慮
し

た
上
で
、
P
C
I
も
し
く
は
C
A
B
G
を
選
択
す

る
こ
と
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

8
名
の
循
環
器
内
科
医
（
日
本
内
科
学
会
総
合
内

科
専
門
医
4
名
、
日
本
循
環
器
学
会
専
門
医
7
名
、

日
本
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学
会
専
門
医
2

名
、
認
定
医
4
名
）が
お
り
、
常
勤
医
と
し
て
、
馬

渕
、武
田
、坂
口
、山
路
、羽
野
、藤
田
、前
田
の
6
名

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
京
都
大
学
医
学
部
循

環
器
内
科
か
ら
1
〜
2
名
、
若
手
中
心
の
カ
テ
ー

テ
ル
修
練
医
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、

滋
賀
医
大
心
臓
血
管
外
科
よ
り
、
若
手
の
ホ
ー
プ
、

熱
く
燃
え
た
ぎ
る
髙
島
、
南
館
の
2
名
が
常
勤
で

在
籍
し
、
滋
賀
医
大
脳
神
経
外
科
か
ら
も
滋
賀
県

最
多
と
な
る
5
名
の
常
勤
医
が
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。循
環
器
疾
患
中
心
の
専
門
病
院
で
あ
る
た
め
、

各
科
間
の
敷
居
は
全
く
な
く
、
自
由
で
活
気
に
満

ち
溢
れ
た
雰
囲
気
で
す
。当
院
は
滋
賀
医
科
大
学

と
京
都
大
学
か
ら
の
出
向
医
師
が
大
半
で
す
が
、

医
局
や
年
功
序
列
の
し
が
ら
み
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。当
院
の
理
念
で
も
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
る
人
も

程
々
で
よ
い
人
も
す
べ
て
の
価
値
観
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
当
た
り
前
の
病
院
で
す
。
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域
の
皆
様
の
厚
い
信
頼
、
熱
い
熱
い
思
い
や
支
え

の
御
蔭
で
あ
り
ま
す
。人
生
の
す
べ
て
を
捧
げ
、
魂

を
込
め
た
医
療
で
御
返
し
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
医
師
に
な
る
皆
さ
ん
、
循
環
器

疾
患
医
療
を
目
指
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

◎
滋
賀
を
愛
し
、滋
賀
に
縁
が
あ
り
、滋
賀
で
医
療

　

が
し
た
い
。ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
。

◎
経
験
不
足
で
あ
る
⁄
も
う
十
分
経
験
し
た
。

◎
京
都
、大
阪
、滋
賀
南
部
か
ら
通
勤
し
た
い
⁄
大

　

都
市
近
郊
の
駅
前
マ
ン
シ
ョ
ン
や
綺
麗
な
一
戸

　

建
て
の
立
ち
並
ぶ
住
宅
地
に
住
み
た
い
⁄
子
供

　

の
教
育
や
学
校
の
関
係
で
引
っ
越
し
が
困
難
な

　

医
師
。

◎
の
ど
か
な
田
園
地
帯
で
広
い
庭
や
畑
、
牧
場
な

　

ど
の
あ
る
環
境
で
自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
た　

　

い
。そ
し
て
休
日
に
は
広
い
自
宅
の
庭
で
花
火

　

ガ
ー
デ
ン
プ
ー
ル
、
ガ
ー
デ
ン
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

を
楽
し
み
た
い
。

◎
勤
務
時
間
や
出
勤
日
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
し
た

　

い
。

◎
大
学
な
ど
に
へ
週
1
、2
回
、勉
強
や
ア
シ
ス
ト

　

に
行
き
つ
つ
仕
事
が
し
た
い
。

◎
臨
床
研
究
、
学
会
発
表
を
始
め
た
い
⁄
続
け
た

　

い
⁄
極
め
た
い
。

◎
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
始
め
た
い
⁄
続
け
た

　

い
⁄
極
め
た
い
。

◎
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
充
実
さ

　

せ
た
い
。

◎
心
エ
コ
ー
を
極
め
た
い
。心
リ
ハ
を
極
め
た
い
。

　

心
筋
シ
ン
チ
を
極
め
た
い
。

◎
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
み
た
い
。

◎
一
般
内
科
、老
年
内
科
、在
宅
医
療
を
し
た
い
⁄

　

健
診
医
を
し
た
い
⁄
育
児
中
の
女
性
医 

o
r 

男
性
医

◎
電
車
通
勤
を
し
た
い
（
能
登
川
病
院 

能
登
川
駅

　

徒
歩
7
分
）。

◎
心
臓
血
管
外
科
に
も
興
味
が
あ
る
。

　

一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
方
は
、
昴
会（
湖
東
記
念

病
院
、
日
野
記
念
病
院
、
能
登
川
病
院
）に
来
て
頂

け
れ
ば
幸
せ
に
な
り
ま
す
。若
い
ス
タ
ッ
フ
が
多

く
、
小
回
り
の
利
く
病
院
群
で
構
成
さ
れ
る
昴
会

グ
ル
ー
プ
に
は
、
医
師
の
方
々
に
描
い
て
も
ら
い

た
い
医
療
の
た
め
の
真
っ
白
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
無

数
に
あ
り
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
御
願
い
致
し
ま

す
。

　

私
は
、
に
っ
こ
り
笑
顔
で
佇
ん
で
い
る
だ
け
で

す
が
、
若
い
医
師
の
方
々
の
す
べ
て
の
責
任
を
請

け
負
い
ま
す
。安
心
し
て
医
療
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

お
わ
り
に

　

今
後
も
安
全
で
質
の
高
い
地
域
医
療
、
循
環
器
医

療
、先
進
的
医
療
を
提
供
し
続
け
る
べ
く
、高
く
熱
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
携
え
て
、
現
場
で
の
医
療
と
臨

床
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
る
の
で
す
。

学
会
活
動
な
ど

　

医
師
の
仕
事
は
、
現
場
だ
け
で
も
大
変
で
す
が
、

出
来
る
限
り
、
積
み
重
ね
て
き
た
日
々
の
診
療
の

結
果
、成
果
を
公
表
し
、世
間
の
評
価
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、
そ
れ
を
後
世
に
伝

え
、
こ
れ
か
ら
病
気
で
苦
し
む
人
た
ち
を
一
人
で

も
多
く
救
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
院　

武
田
医
師
の
人
生
を
捧
げ
て
い
る
と
も

言
え
る
強
力
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
統
計
手
法
を
駆

使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
で
の
発
表
を
目
標
に
、

日
本
循
環
器
学
会
、日
本
心
不
全
学
会
、日
本
心
血

管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学
会
で
は
、
毎
回
、

多
数
の
演
題
応
募
を
し
て
お
り
、
複
数
採
択
さ
れ

て
お
り
ま
す
。全
国
レ
ベ
ル
の
大
規
模
臨
床
試
験

や
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
に
も
複
数
参
加
し
て
お
り
、
カ

テ
ー
テ
ル
関
連
の
学
会
で
は
、
幹
事
や
教
育
講
演
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
へ
当
科
医
師
が
招
聘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

専
門
分
野
だ
け
で
な
く
、
東
近
江
医
師
会
な
ら

び
に
地
域
住
民
に
対
し
て
も
積
極
的
な
活
動
を
展

開
中
で
あ
り
ま
す
。医
師
会
に
お
い
て
は
今
ま
で

当
地
域
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
東
近
江
循
環
器
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
東
近
江
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

大
西
医
師
と
と
も
に
立
ち
上
げ
、
地
域
全
体
の
循

環
器
疾
患
医
療
レ
ベ
ル
や
連
携
水
準
を
高
め
る
べ

く
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
当
院
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
「
市
民
公
開
講
座
」
も
7
回
目
を
迎
え
、

史
上
最
多
の
参
加
、
満
員
御
礼
と
な
り
ま
し
た
。地
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荒
川
…
皮
膚
皮
下
腫
瘍
で
は
、
当
科
で
も
悪
性

（
癌
）
を
鑑
別
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
良
性
で
あ
れ
ば
整
容
面
を
考
慮
し

て
、手
術
を
行
い
ま
す
。

悪
性
腫
瘍
の
ケ
ー
ス
で
は
、
切
除
し
き
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。皮
膚
の
欠
損
が
多
い
場
合
は
、
皮

弁
や
植
皮
と
い
っ
た
手
段
を
用
い
て
再
建
し
ま
す
。

手
術
し
た
跡
は
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

形
成
外
科
で
は
な
る
べ
く
目
立
ち
に
く
い
傷
跡
と

な
る
よ
う
に
手
術
や
後
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
に
、さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法

―
そ
れ
ぞ
れ
の
科
で
、
何
か
特
色
の
あ
る
治
療
法

を
行
う
疾
患
は
あ
り
ま
す
か
？

山
根
…
皮
膚
科
で
は
、外
用
薬
、内
服
薬
な
ど
の
通

常
の
保
険
治
療
を
行
う
症
例
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で

す
が
、
一
部
に
自
費
診
療
の
治
療
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
陥
入
爪
で
は
、
ま
ず
、
爪
の
形
を
矯
正

し
、
痛
み
を
取
り
除
く
た
め
の
処
置
を
行
い
ま
す
。

自
費
診
療
で
は
弾
性
ワ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
爪
の
矯
正

も
行
え
ま
す
。保
存
的
治
療
で
難
治
な
場
合
は
、
手

術
治
療
を
施
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、乾
癬
や
掌
蹠
膿
疱
症
に
は
、光
線
治

療
が
で
き
ま
す
。現
在
、
N
B
U
V
B
（
ナ
ロ
ー
バ

ン
ド
U
V
B
）
治
療
器
の
購
入
を
申
請
中
で
す
。な

の
で
、
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
治
療
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
5
0
歳
以
上
の
方
に
、
自
費
診
療
で

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
も
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

性
皮
膚
炎
、
ス
ト
ー
ブ
や
お
湯
な
ど
に
よ
る
や
け

ど
な
ど
も
増
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
を
通
し
て
、
水
イ
ボ
、
足
の
裏
に
で

き
る
イ
ボ（
足
底
疣
贅
）、
ニ
キ
ビ（
尋
常
性
ざ
瘡
）、

皮
膚
が
化
膿
す
る
膿
皮
症
や
、
急
性
細
菌
感
染（
蜂

窩
織
炎
）な
ど
様
々
な
疾
患
を
診
て
い
ま
す
。

荒
川
…
形
成
外
科
と
い
う
と
、
馴
染
み
が
あ
ま
り

な
い
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ざ
っ

く
り
い
う
と
体
表
の
外
科
を
扱
っ
て
い
ま
す
。な

か
で
も
、
整
容
面
や
機
能
面
で
の
細
か
い
配
慮
や

手
技
が
重
要
と
な
る
、
顔
面
や
手
指
な
ど
の
治
療

を
得
意
と
す
る
科
で
す
。

　

皮
膚
・
皮
下
腫
瘍
、
外
傷
、
や
け
ど
、
難
治
性
潰

瘍
、
ケ
ロ
イ
ド
や
傷
跡（
瘢
痕
）、
眼
瞼
下
垂
、
先
天

異
常
な
ど
の
患
者
さ
ん
が
こ
ら
れ
ま
す
。

―
皮
膚
科
と
形
成
外
科
、
美
容
外
科
は
互
い
に
重

な
る
疾
患
を
治
療
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
2
つ
の
科
が
連
携
す
る
疾
患
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

山
根
…
そ
う
で
す
ね
、
例
え
ば
、
ニ
キ
ビ（
尋
常
性

ざ
瘡
）の
治
療
で
は
、
２
０
０
８
年
以
降
、
初
期
症

状
に
も
効
果
の
あ
る
ピ
ー
リ
ン
グ
効
果
が
期
待
さ

れ
る
薬
剤
が
発
売
さ
れ
て
か
ら
、
か
な
り
治
療
が

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
れ
ら
の
薬
剤
だ
け
で
な
く
、抗
生
剤
や

ビ
タ
ミ
ン
剤
、
漢
方
薬
な
ど
の
内
服
を
行
っ
て
も

難
治
な
症
例
や
、ニ
キ
ビ
跡
の
く
ぼ
み
、赤
ら
み
に

―
皮
膚
科
、
形
成
外
科
で
よ
く
見
る
疾
患
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
根
…
皮
膚
科
で
は
、
夏
場
は
、
虫
刺
さ
れ
、
か
ぶ

れ（
接
触
性
皮
膚
炎
）、
と
び
ひ（
伝
染
性
膿
痂
疹
）、

水
虫
（
足
白
癬
）
な
ど
が
多
い
で
す
ね
。季
節
の
変

わ
り
目
に
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
症
状
の
増

悪
、
帯
状
疱
疹
な
ど
も
比
較
的
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

冬
場
に
な
る
と
、
皮
膚
の
乾
燥
に
伴
う
皮
脂
欠
乏

悩
ま
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。そ
の

場
合
、希
望
さ
れ
れ
ば
、形
成
外
科
・
美
容
外
科
に

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ケ
ミ
カ
ル
ピ
ー
リ
ン
グ

な
ど
を
自
費
治
療
で
行
い
ま
す
。

荒
川
…
炎
症
性
の
に
き
び
の
よ
う
な
難
治
例
に

は
、
ピ
ー
リ
ン
グ
が
効
果
的
な
こ
と
が
多
い
で
す
。

ま
た
、ニ
キ
ビ
跡
の
凹
凸
に
は
、ニ
ー
ド
リ
ン
グ
が

有
効
で
す
。

山
根
…
そ
れ
か
ら
、多
汗
症
の
治
療
で
は
、皮
膚
科

で
は
、
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ロ
ー
シ
ョ
ン
の
外
用

を
処
方
し
ま
す
が
、効
果
が
不
十
分
な
場
合
は
、形

成
外
科
で
ボ
ト
ッ
ク
ス
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、弱
毒
生
ワ
ク
チ
ン
の
た
め
、免
疫
機
能

に
異
常
の
あ
る
疾
患
を
お
持
ち
の
方
や
、
ス
テ
ロ

イ
ド
な
ど
の
免
疫
抑
制
治
療
を
行
っ
て
い
る
方
に

は
、施
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、ま
ず
は
皮

膚
科
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

男
性
型
脱
毛
症（
A
G
A
）の
治
療
で
は
、
従
来

の
プ
ロ
ペ
シ
ア（
フ
ィ
ナ
ス
テ
リ
ド
）お
よ
び
、
２

０
１
６
年
に
新
た
に
発
売
に
な
っ
た
ザ
ガ
ー
ロ

（
デ
ュ
タ
ス
テ
リ
ド
）の
処
方
も
可
能
で
す
。

『
ご
自
身
の
治
癒
力
を
引
き
出
す
』自
然
な
治
療
法

荒
川
：
美
容
外
科
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。美
容
外
科
と
い
う
と
、
美
容
整
形
の
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
院
で
は
美

容
整
形
の
手
術
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
し
み
、
し
わ
、

た
る
み
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
皮
膚
の
光
老
化
現
象
に
、

刺
激
の
少
な
い
安
全
な
方
法
で『
若
返
り
』を
目
指

し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
し
み
に
対
し
て
行
う
レ
ー
ザ
ー
治
療

は
、複
数
の
機
器
を
備
え
、患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
た
治
療
法
を
選
択
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、ニ
ー
ド
リ
ン
グ
は
、皮
膚
に
針
を
刺
し
て
微

小
な
出
血
を
生
じ
さ
せ
、
自
ら
の
創
傷
治
癒
反
応

で
し
わ
・
た
る
み
や
、
傷
跡
・
ニ
キ
ビ
跡
を
改
善

さ
せ
る
治
療
法
で
す
。つ
ま
り
、『
ご
自
身
の
治
癒

力
を
ひ
き
だ
す
』
自
然
な
治
療
法
で
す
。い
ず
れ
も

自
費
診
療
と
な
り
ま
す
が
、
総
合
病
院
内
の
美
容

診
療
で
す
の
で
、
よ
り
根
拠
の
あ
る
治
療
を
心
が

け
、
患
者
さ
ん
の
ご
希
望
で
継
続
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

―
最
後
に
、日
野
記
念
病
院
の
皮
膚
科
、形
成
外
科

の
良
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

日
野
記
念
病
院
は
、
比
較
的
小
規
模
な
病
院
で

す
の
で
、診
療
科
同
士
の
垣
根
が
低
く
、気
軽
に
他

科
と
相
談
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。湿
疹
、
水
虫
、

ニ
キ
ビ
な
ど
の
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
、瘢
痕
、ケ
ロ
イ

ド
、し
み
、し
わ
、た
る
み
、首
の
い
ぼ
、眼
瞼
下
垂

な
ど
加
齢
に
伴
う
疾
患
ま
で
、
様
々
な
疾
患
に
対

応
で
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
病
院
か
ら
患
者
さ
ん

を
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

荒
川
…
当
科
で
も
ま
ず
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ロ
ー

シ
ョ
ン
の
外
用
を
行
い
、
効
果
が
不
十
分
で
あ
っ

た
り
、か
ぶ
れ
た
り
す
る
場
合
に
は
、近
年
保
険
適

応
と
な
っ
た
ボ
ト
ッ
ク
ス
を
局
部
注
射
し
て
い
ま

す
。そ
れ
で
も
効
果
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、
外
科

的
加
療
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
ボ
ト
ッ

ク
ス
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
方
が
多
い
の

が
現
状
で
す
ね
。

山
根
…
そ
の
他
に
も
、ほ
く
ろ（
色
素
性
母
斑
）、手

足
に
で
き
る
イ
ボ
（
尋
常
性
疣
贅
）、
老
人
性
イ
ボ

（
脂
漏
性
角
化
症
）
な
ど
の
良
性
腫
瘍
で
は
、
液
体

窒
素
凍
結
治
療
、
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
な
ど
で
治

療
を
行
い
ま
す
。悪
性
腫
瘍
の
場
合
は
、
形
成
外
科

と
連
携
し
て
手
術
、
再
建
ま
で
当
院
で
行
っ
て
い

ま
す
。

荒
川
：
皮
膚
皮
下
腫
瘍
で
は
、当
科
で
も
悪
性（
癌
）

を
鑑
別
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
ま
す
。そ
の

う
え
で
、良
性
で
あ
れ
ば
整
容
面
を
考
慮
し
て
、手

術
を
行
い
ま
す
。

悪
性
腫
瘍
で
は
、
切
除
し
き
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。皮
膚
の
欠
損
が
多
い
場
合
は
、
皮
弁
や
植

皮
と
い
っ
た
手
段
を
用
い
て
再
建
し
ま
す
。

手
術
し
た
跡
は
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

形
成
外
科
で
は
な
る
べ
く
目
立
ち
に
く
い
傷
跡
と

な
る
よ
う
に
手
術
や
後
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
そ
れ
ぞ
れ
の
科
で
、
何
か
特
色
の
あ
る
治
療
法

を
行
う
疾
患
は
あ
り
ま
す
か
？

山
根
：
皮
膚
科
で
は
、外
用
薬
、内
服
薬
な
ど
の
通
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ゆ
う
ぜ
い

の
う
ひ
し
ょ
う

ほ
う

か
し
き
え
ん

は
ん
こ
ん

か
ん
せ
ん

し
ょ
う
せ
き
の
う
ほ
う
し
ょ
う

診
療
科
同
士
の
垣
根
が
低
く
、

　

気
軽
に
他
科
と
相
談
で
き
ま
す

皮膚科、形成外科の
女性医師に熱く
語っていただきました !

皮
膚
科
医
、

形
成
外
科
医

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

初
診
は
形
成
外
科
、美
容
外
科
と
も

毎
週
月
・
金
曜
の
午
前
に
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

形
成
外
科
/

美
容
外
科

荒
川
夏
希
医
師

特別対談 ①

皮
膚
科 

山
根
尚
子
医
師

毎
週
月
・
水
・
金
曜
午
前
中
に
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ツ
バ
メ
カ
フ
�
に
て
撮
影



|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。油
木
先
生
は
ど
う

で
し
ょ
う
？

油
木
…
一
番
の
ピ
ン
チ
は
、
朝
起
き
た
ら
家
族
が

熱
を
出
し
て
い
た
こ
と
で
す
ね
。で
も
ど
う
し
て

も
出
勤
し
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ

が
一
番
辛
か
っ
た
で
す
。

|
家
庭
の
大
ピ
ン
チ
で
す
ね
。

油
木
…
ど
う
し
て
も
代
わ
り
が
い
な
く
て
。

|
で
は
達
成
感
は
ど
う
で
す
か
？

油
木
…
研
修
医
の
時
は
、
ま
だ
知
識
な
ど
が
充
分

に
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
担
当
し
た
患
者
さ
ん
の

病
気
の
こ
と
な
ど
を
論
文
で
調
べ
ま
し
た
。そ
の

患
者
さ
ん
に
こ
う
い
う
研
究
報
告
が
あ
る
と
い
う

の
を
伝
え
た
ら
、感
動
し
て
い
た
だ
い
て
…
泣
い
て

9 8

東近江市立
能登川病院（指定管理）

外　科
Notogawa  municipal hospital

|
普
段
か
ら
患
者
さ
ん
に
対
し
て
心
が
け
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
谷
川
…
こ
れ
は
み
ん
な
が
言
っ
て
い
る
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
自
分
の
親
と
か
家
族

だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
ど
う
し
て
欲
し
い
か
な

と
思
っ
て
治
療
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、
最
先
端
で

な
く
て
も
、ま
た
手
術
を
行
わ
な
く
て
も
、で
き
る

だ
け
生
活
の
質
を
落
と
さ
ず
、
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
な
治
療
を
…
つ
ま
り
、
Q
O
L（
ク
オ
リ
テ
ィ

オ
ブ
ラ
イ
フ
）を
重
視
し
て
治
療
を
し
て
い
ま
す
。

油
木
…
僕
は
患
者
さ
ん
の
言
い
た
い
こ
と
を
最
後

ま
で
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。患
者

さ
ん
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
方
々
の
価
値
観

も
違
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
を
望
ま
れ
て
い
る

の
か
を
重
視
し
て
治
療
で
き
る
よ
う
に
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

|
お
二
人
は
能
登
川
病
院
に
来
ら
れ
て
か
ら
比
較

的
日
が
浅
い
と
思
い
ま
す
が
能
登
川
病
院
や
地
域

の
印
象
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

長
谷
川
…
い
い
で
す
ね
。や
っ
ぱ
り
地
域
の
方
が

病
院
L
O
V
E
と
い
う
か
、
良
い
意
味
で
病
院
が

好
き
み
た
い
で
。（
笑
）

|
能
登
川
地
区
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
非
常
に

多
い
で
す
よ
ね
。あ
り
が
た
い
で
す
。

長
谷
川
…
大
事
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
だ
か

ら
こ
そ
余
計
に
地
域
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
、と
い

う
こ
と
は
常
々
思
っ
て
い
ま
す
ね
。た
だ
、
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
で
き
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
と
お

伝
え
す
る
の
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。つ
ま

り
、
何
で
も
か
ん
で
も
自
分
た
ち
で
治
療
す
る
の

で
は
な
く
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に
こ
の
病
院
で
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
は
き
ち
ん
と
お
伝
え
し
、
必

要
で
あ
れ
ば
他
の
専
門
機
関
に
紹
介
す
る
こ
と
も

一
つ
の
医
療
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

油
木
…
す
ご
く
働
き
や
す
い
で
す
。ス
タ
ッ
フ
の

方
も
ひ
と
り
ひ
と
り
距
離
が
近
く
て
ど
ん
な
こ
と

で
も
話
し
や
す
い
で
す
。す
ご
く
風
通
し
が
良
く

て
仕
事
し
や
す
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

|
今
ま
で
の
医
師
人
生
の
中
で
一
番
の
ピ
ン
チ
、

シ
ョ
ッ
ク
は
何
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、逆
に
一
番
達

成
感
が
あ
っ
た
出
来
事
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。

長
谷
川
…
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
か
今
で
も
覚
え
て
い

る
の
が
、
研
修
医
の
1
年
目
で
す
ね
。初
め
て
の
患

者
さ
ん
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。Ｓ
状
結
腸
癌

だ
っ
た
の
で
す
が
、
数
年
前
に
す
で
に
化
学
療
法

と
手
術
を
行
っ
て
い
て
・
・
・
で
も
、
肺
に
転
移

し
て
い
て
抗
癌
剤
治
療
も
で
き
な
い
く
ら
い
の
末

期
症
状
だ
っ
た
の
で
す
。

　

僕
は
医
者
と
し
て
働
き
だ
し
た
ば
か
り
で
、
ま

だ
大
学
病
院
で
上
の
先
生
に
つ
い
て
い
た
の
で
す

が
、大
学
病
院
の
1
年
目
の
研
修
医
っ
て
、担
当
が

コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
ん
で
す
。上
の
先
生
は
と
も
か

く
、
そ
の
下
に
つ
い
て
い
る
若
い
医
師
は
す
ぐ
に

担
当
が
変
わ
る
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
僕
が
入
局
し

た
年
の
年
越
し
直
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
す

が
、
僕
が
最
後
の
担
当
医
だ
っ
た
ん
で
す
。そ
の
方

は
、「
長
谷
川
ち
ゃ
ん
、長
谷
川
ち
ゃ
ん
」っ
て
呼
ん

で
く
れ
て
、前
の
先
生
は
こ
う
だ
っ
た
、あ
の
先
生

は
こ
う
だ
っ
た
と
か
た
く
さ
ん
話
し
て
く
れ
た
ん

で
す
よ
ね
。だ
か
ら
、
そ
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
時

は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。正
月
は
霊
安
室
で
安
置
す

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
、
事
務
の
人
が
霊
安

室
の
鍵
が
開
け
ら
れ
な
い
と
か
色
々
な
こ
と
が
あ

で
す
が
、
今
の
趣
味
と
言
え
ば
読
書
で
す
。電
車
で

通
勤
し
て
い
る
の
で
そ
の
時
間
を
利
用
し
て
本
を

読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

|
油
木
先
生
と
言
え
ば
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
が
。

長
谷
川
…
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
し
て
た
の
？

油
木
…
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
は
５
年
間
ジ
ム
に
行

っ
て
ま
し
た
。今
は
時
間
が
な
く
て
行
け
な
い
で

す
。

|
た
ま
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

油
木
…
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
大
学
の
時
で
す
。初
め
は
す
ご
く
授
業
が
多
く

て
時
間
が
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。で
も
、
ち
ょ
っ
と

余
裕
が
で
き
た
と
き
に
、「
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
し
た
い

な
。ど
う
せ
す
る
な
ら
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な

い
競
技
で
、短
時
間
で
で
き
て
、で
き
る
だ
け
激
し

い
競
技
で
」っ
て
探
し
た
ら
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ

に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

|
こ
の
昴
ネ
ッ
ト
は
、
５
月
13
日（
日
）に
行
わ
れ

る
市
民
公
開
講
座
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。こ
れ

を
読
ま
れ
る
患
者
さ
ん
に
向
け
て
何
か
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
谷
川
…
外
科
に
い
き
な
り
来
ら
れ
る
患
者
さ
ん

っ
て
。す
ご
く
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
怒
鳴

っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。上
の
先
生
に
た
し
な
め

ら
れ
ま
し
た
よ
。そ
の
方
は
自
分
が
受
け
持
っ
た

患
者
さ
ん
で
初
め
て
亡
く
な
っ
た
方
で
は
な
か
っ

た
し
、
最
初
に
受
け
持
っ
た
4
〜
5
人
の
患
者
さ

ん
の
中
の
お
一
人
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
お
名
前
も

お
顔
も
、3
0
年
程
た
っ
た
今
で
も
、す
ご
く
覚
え

て
い
ま
す
ね
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。達
成
感
の
方
は
ど

う
で
す
か
？

長
谷
川
…
達
成
感
か
。ど
れ
と
か
誰
っ
て
わ
け
じ

ゃ
な
い
け
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
自
分
が
手
術
し
て
う

ま
く
い
っ
て
元
気
に
な
っ
て
帰
ら
れ
た
り
す
れ

ば
、軽
い
症
例
で
も
、胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
み
た
い

な
重
い
症
例
で
も
、
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
。そ
れ
で
元

気
に
な
っ
て
、
後
か
ら
楽
に
な
っ
た
と
か
言
わ
れ

る
と
、毎
回
達
成
感
が
あ
る（
笑
）

　

残
念
な
が
ら
ガ
ン
な
ん
か
で
亡
く
な
ら
れ
て

も
、
最
期
に
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
て
良
か
っ
た

と
か
、
ち
ょ
っ
と
ご
飯
食
べ
て
元
気
に
な
っ
て
良

か
っ
た
と
か
言
っ
て
い
た
だ
け
る
だ
け
で
も
嬉
し

い
で
す
よ
。

　

本
当
は
手
術
で
根
こ
そ
ぎ
取
ら
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
姑
息
的
な
手
術
と

か
痛
み
止
め
と
か
で
も
元
気
で
家
で
過
ご
せ
て
、

い
わ
ゆ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
が
守
れ
れ
ば

そ
れ
も
達
成
感
が
あ
る
。

長
谷
川
　
均
　
医
師

平成29年8月より能登川病院の
常勤外科医が2名となりました。
今回も先生の素顔をお届けできるよう、
いろいろ質問させていただきました！

外
科
医

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
１
、３
、５
火
曜
と
第
２
、４
金
曜
に

能
登
川
病
院
で
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

油
木
　
純
一
　
医
師

毎
週
月
曜
、第
２
、４
火
曜
、

第
２
水
曜
、第
３
、５
金
曜
に

能
登
川
病
院
で
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
菜
園
や
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
で
気
分
転
換

地
域
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
病
院
を
目
指
し
て…

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
大
切
に　

患
者
さ
ん
と
家
族
の
方
々
の
希
望 

       （
長
谷
川
医
師
・
油
木
医
師
）

地
域
の
方
々
の
期
待
に
こ
た
え
た
い

患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
々
の
喜
び
が
達
成
感
に
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握
手
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。立
場
に
よ
っ
て
で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
時
は
自
分
が
で
き
る
最
大
の
こ
と
が
で

き
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

|
と
こ
ろ
で
、趣
味
は
あ
り
ま
す
か
？

長
谷
川
…
こ
れ
と
言
っ
て
無
い
け
ど
、
家
庭
菜
園

を
し
て
い
て
、
も
う
９
年
近
く
や
っ
て
い
ま
す
。趣

味
と
は
思
っ
て
な
い
け
れ
ど
も
家
で
食
べ
る
分
く

ら
い
は
作
っ
て
い
ま
す
。

|
ど
ん
な
野
菜
を
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

長
谷
川
…
そ
れ
喋
り
だ
し
た
ら
１
時
間
と
か
２
時

間
喋
る
け
ど
い
い
？

―
手
短
に
お
願
い
し
ま
す（
笑
）

長
谷
川
…
今
は
、
玉
ね
ぎ
と
白
菜
と
人
参
と
キ
ャ

ベ
ツ
と
大
根
か
な
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
は
平
成
二
九
年
十
二
月
）

今
は
冬
野
菜
と
春
に
向
け
て
玉
ね
ぎ
。夏
は
ナ
ス

と
か
ネ
ギ
と
か
サ
ツ
マ
イ
モ
と
か
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
か
。

―
油
木
先
生
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

油
木
―
学
生
の
時
は
い
ろ
い
ろ
趣
味
が
あ
っ
た
ん

特別対談 ②
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は
そ
ん
な
に
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
外
科
と
言

わ
ず
内
科
で
も
眼
科
で
も
、
能
登
川
病
院
に
気
楽

に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。た
と
え
ば
内
科
で
、

こ
れ
は
外
科
的
な
症
例
で
す
、
と
な
れ
ば
内
科
の

先
生
か
ら
外
科
に
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
ち

ょ
っ
と
し
た
怪
我
な
ん
か
で
も
気
軽
に
受
診
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。そ
の
結
果
、
大
し
た
こ

と
は
な
い
よ
、
と
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

手
術
が
必
要
に
な
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。地
域
の
病
院
と
し
て
、
外
科
だ
け
で
な
く
他

の
科
も
含
め
て
気
軽
に
来
て
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
い
ま
す
。今
ま
で
も
そ
う
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
地
域
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
病
院
に
な

り
た
い
で
す
。ど
う
し
て
も
総
合
病
院
と
い
う
と

敷
居
が
高
く
感
じ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ

を
低
く
、と
言
い
ま
す
か
。

あ
、
あ
と
は
野
菜
の
上
手
な
作
り
方
を
教
え
て
ほ

し
い
で
す（
笑
）

油
木
…
僕
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
患
者
さ
ん
は
手

術
後
に
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
想

像
が
つ
き
に
く
い
と
思
い
ま
す
。も
し
、
手
術
を
す

る
な
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
い
っ
た

相
談
だ
け
で
も
い
い
の
で
気
軽
に
来
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
…
は
っ
き
り
と
言
え
ば
、
能
登
川
病
院
で

手
術
し
た
く
な
い
、と
い
う
場
合
で
も
、ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。「
相
談
だ
け
だ
と
先
生

に
悪
い
」
と
仰
る
患
者
さ
ん
も
よ
く
お
ら
れ
ま
す

が
、僕
た
ち
と
し
て
は
大
学
病
院
、大
病
院
に
か
か

り
た
い
と
か
そ
う
い
っ
た
希
望
も
ど
ん
ど
ん
仰
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
敷
居
を
低

く
」
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
の

で
、
と
に
か
く
気
軽
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
。そ

れ
が
地
域
の
病
院
で
あ
り
、
地
域
に
対
す
る
貢
献

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
今
ま
で
は
能
登
川
病
院
に
外
科
医
が
い

な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
来
ら
れ
な
か
っ
た
患
者

さ
ん
は
ど
ん
ど
ん
頼
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
両
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

健
診
で
発
病
予
防
を
し
ま
し
ょ
う

ち
ょ
こ
っ
と
健
診
を
ご
存
知
で
す
か
？

健
診
室
　
河
合
明
彦
医
師

私たちに、お気軽に
お問い合わせください

健
診
の

す
ゝ
め

人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

健
康
診
断
の
総
合
的
な
診
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に

関
す
る
こ
と
で
疑
問
な
ど
が

あ
れ
ば
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
の
総
合
的
な
診
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に

関
す
る
こ
と
で
疑
問
な
ど
が

あ
れ
ば
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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健
診
室
で
は
、予
防
医
学
的
観
点
か
ら「
健
康

診
断
」と「
予
防
接
種
」を
通
し
て
、市
民
の
健
康

維
持
・
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
健
康
診
断
」に
は
、人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

と
一
般
健
診
が
あ
り
ま
す
。一
般
健
診
で
は
、事
業

所
の
従
業
員
様
向
け
の
定
期
健
康
診
断
や
、受

験・就
労
の
た
め
の
健
康
診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

警
備
員
や
銃
刀
剣
所
持
の
た
め
の
健
康
診

断
、化
学
薬
品
の
取
引
や
管
理
資
格
を
得
る
た
め

の
健
診
な
ど
様
々
な
健
康
診
断
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
、生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
健
保
協
会
が

行
う
健
康
診
断
や
、自
治
体
が
行
う
対
策
型
の
特

定
健
康
診
査
事
業
へ
の
協
力
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
予
防
接
種
」で
は
、現
在
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
能
登
川
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
の
枠
に
若
干
の
空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
各

種
補
助
、助
成
な
ど
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
、
健
康
診
断
に
つ
い
て
の
ご
不
明

な
点
や
、
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
お
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
で
、
が
ん
・
糖
尿
病
・
動
脈
硬
化

な
ど
が
、
ま
だ
症
状
の
み
ら
れ
な
い
初
期
段

階
で
、
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
。

　

一
般
に
病
気
は
早
期
発
見
、
早
期
診
断
、
早

期
治
療
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
健
診
に
よ
っ

て
病
気
の
発
病
前
、
あ
る
い
は
症
状
が
出
る

前
に
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
個
々
人
の

判
断
で
早
め
に
発
病
の
予
防
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
胃
が
ん
の
予
防
は
現
在
最
も
重

要
な
予
防
医
学
的
課
題
の
一
つ
で
す
が
、
ま

ず
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。胃

が
ん
の
患
者
の
９
９
％
は
ピ
ロ
リ
菌
陽
性
者

で
あ
り
、
そ
の
予
防
や
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。ピ
ロ
リ
菌
陽
性
が
わ
か
っ
た
場
合
は
、
早

め
の
除
菌
治
療
や
定
期
的
な
胃
カ
メ
ラ
検
査

を
お
勧
め
し
ま
す
。

健
康
管
理
の
た
め
に
、
一
年
に
一
度
は

健
康
診
断
を
受
け
健
康
寿
命
を
伸
ば
し

ま
し
ょ
う
。

当
院
で
は
お
気
軽
に

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
へ

 

健
診
室
直
通

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で…

電
話
番
号 

０
７
４
８-

４
２-

６
１
９
０

「
能
登
川
病
院 

健
診
」
で
検
索
ま
た
は
、

　

左
記
QR
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

能
登
川
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健
診
の
ご
案
内

健
診
担
当
　
河
合
医
師
よ
り



　
地
域
医
療
連
携
室
誕
生

　

日
野
記
念
病
院　

平
成
16
年
2
月

　

湖
東
記
念
病
院　

平
成
16
年
9
月
1
日

　

能
登
川
病
院（
指
定
管
理
）　

平
成
22
年
4
月

　
地
域
医
療
連
携
室
紹
介

昴
会
の
3
病
院
（
日
野
記
念
病
院　

湖
東
記
念
病

院　

能
登
川
病
院
）と
、
他
の
病
院
や
診
療
所
な
ど

健
診
の

す
ゝ
め

人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
ち
ょ
こ
っ
と
健
診
で
は
糖
尿
病
や
痛
風
、

前
立
腺
が
ん
、
中
性
脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
等
の
他
に
ピ
ロ
リ
菌
、
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
、

い
く
つ
か
の
抗
体
検
査
も
で
き
ま
す
。

　
予
約
も
必
要
な
く
、
正
面
入
り
口
す
ぐ
の

券
売
機
（
写
真
①
）
に
て
受
け
た
い
検
査
の

券
を
購
入
い
た
だ
き
、「
検
査
室（
写
真
②
）」

に
て
受
付
後
、
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
簡
単
な
手
続
き
で
手
軽
に
自
分
の
健
康
状

態
を
知
る
こ
と
が
で
き
時
間
に
余
裕
の
な
い

方
な
ど
に
お
す
す
め
で
す
。
結
果
は
後
日
郵

送
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
前
ペ
ー
ジ
Q
R

コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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地
域
医
療
連
携
室
紹
介

　

昴
会
の
3
病
院
（
日
野
記
念
病
院　

湖
東
記
念

病
院　

能
登
川
病
院
）と
、
他
の
病
院
や
診
療
所
な

ど
の
医
療
機
関
等
と
を
結
ん
で
、
診
察
、
入
院
、
退

院
支
援
業
務
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
病
診
・
病
病

連
携
業
務
）。こ
の
よ
う
に
、病
院
と
診
療
所
、ま
た

は
病
院
と
病
院
が
、
お
互
い
の
役
割
や
機
能
を
分

担
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
で
途
切
れ
る
こ
と

の
な
い
医
療
を
患
者
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
は
勿
論
、
3

病
院
内
で
の
連
携
も
非
常
に
大
切
に
し
て
お
り
ま

す
。患
者
さ
ん
の
病
状
等
に
よ
っ
て
適
切
な
医
療

機
関
で
、最
適
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、情

報
を
交
換
共
有
し
な
が
ら
医
師
、看
護
師
、社
会
福

祉
士
が
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
近
江
地
域
に
３
つ
の
関
連
病
院
が
存
在
す
る

こ
と
で
、
昴
会
に
し
か
提
供
で
き
な
い
医
療
を
今

後
も
患
者
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
連
携
室
ス
タ
ッ
フ
紹
介

看
護
師　

社
会
福
祉
士　

事
務
職
員

　

看
護
師
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
で
お
馴
染
み

の
存
在
で
あ
り
、
一
般
に
広
く
知
ら
れ
る
存
在
で

あ
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
士
と
い
う
職
種
に
つ
い

て
は
、
普
段
あ
ま
り
耳
に
さ
れ
る
こ
と
が
無
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、
今
回
は
、
社
会
福
祉
士

に
つ
い
て
ご
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

社
会
福
祉
士
の
東
川
由
美
子
で
す
。地
域
医
療

連
携
室
の
社
会
福
祉
士
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

病
院
の
社
会
福
祉
士
は
、
社
会
福
祉
の
立
場
か

ら
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
悩
み
、
あ
る
い
は
生
活

上
の
問
題
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
生
活
の
質
の

向
上
の
た
め
に
援
助
を
行
う
仕
事
で
す
。

　

例
え
ば
、リ
ハ
ビ
リ
病
院
や
療
養
病
院
、施
設
入

所
な
ど
の
紹
介
、ま
た
医
療
費
や
生
活
費
、退
院
後

の
生
活
や
介
護
な
ど
、
介
護
保
険
や
社
会
福
祉
制

度
の
紹
介
を
し
ま
す
。ま
た
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

が
安
心
し
て
生
活
を
し
て
頂
く
た
め
に
、医
師
、看

護
師
な
ど
多
職
種
と
情
報
を
共
有
し
、
医
療
、
保

健
、福
祉
な
ど
の
地
域
関
係
者
と
連
携
し
、問
題
の

解
決
、
軽
減
の
支
援
を
行
い
ま
す
。私
自
身
、
多
職

種
の
方
か
ら
知
識
、
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
の
助
言
や

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
日
々
新
た
な
発
見
も

あ
り
学
ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
の
内
容
が
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の

思
い
に
か
な
っ
た
時
や
、
安
心
さ
れ
た
様
子
を
見

た
時
は
、と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

医
療
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
退
院
調
整
看
護
師

と
連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

（写真①）

ち
ょ
こ
っ
と
健
診
は
昴
会
で
は
能
登
川
病
院
の
み

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
こ
っ
と
健
診
は
気
軽

に
安
価
に
特
定
の
項
目
だ
け
を
検
査
で
き
ま
す
。

検
査
メ
ニ
ュ
ー
、
金
額
は
左
記
の
通
り
と
な
り
ま

す
。
ご
自
身
の
健
康
管
理
な
ど
に
是
非
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

病
院
に
地
域
医
療

連
携
室
が
あ
る
の
は
、

ご
存
知
で
す
か
？

病
院
で
働
く
社
会

福
祉
士
っ
て

ど
ん
な
仕
事
？

昴会地域医療連携室と社会福祉士のおはなし

（写真②）

日
野
記
念
病
院

社
会
福
祉
士 

東
川 

由
美
子

水
色
の
白
衣
が
社
会
福
祉
士
の

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
す



保育所だより保育所だより
株式会社ＭＩＥは、昴会様の委託を受け、各病院近隣で24時間保育を行っています。

長時間を保育所で過ごす子どもたちが楽しく安心した毎日が送れるよう、
各所でさまざまな取り組みをしています。

日野記念病院保育所

湖東記念病院託児所

能登川病院保育所

日野記念病院保育所
０～ 5才児までの混合保育を行っています。
大家族のような雰囲気の中、泣いたり笑ったりと
にぎやかな毎日です！
季節の行事や日々の遊びを通して、各年令に応じた
心の成長ができるように保育をしています

湖東記念病院託児所
長閑な田園に囲まれた、ログハウス調の園舎では、

毎日子どもたちのにぎやかな声が響いています♪
夕涼み会、参観、バス旅行、発表会などの行事を
通し、保護者の方々と共に子どもたちの成長を
感じています

2017 年 1月、1名でのスタート。
保育室は日当たりと眺めがすばらしいです。
建物裏手の猪子山は草花が生い茂り、沢蟹、どんぐり…と
四季折々の変化に富んでいて、子どもたちとたくさんの自然を

楽しんでいます♪
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今
回
は
・
・
・

湖
東
記
念
病
院
　

看
護
部
を

紹
介
し
ま
す
！

当院は、湖東三山をバックにのどかな田園に建っています。

のどかな中にありながら、脳血管疾患・循環器疾患に特化した

病院で、地域の方々に高度な医療を提供しています。

看護師は若い世代から子育て世代、ベテラン世代まで

一人ひとりがやりがいをもって働いています。

地域に根ざした中核病院ならではのアットホームな雰囲気と、

質の高い看護で皆さんに信頼される存在でありたいと願っています。
【
Ａ
病
棟
】

　

脳
血
管
障
害
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
、

脳
腫
瘍
や
脳
動
脈
瘤
、
三
叉
神
経
痛
の
手
術
に
加

え
、脳
梗
塞
の
治
療
な
ど
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
、
笑
顔

を
モ
ッ
ト
ー
に
明
る
い
病
棟
作
り
を
心
掛
け
看
護

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て

治
療
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

【
Ｂ
病
棟
】

　

整
形
外
科
・
外
科
・
内
科
・
皮
膚
科
の
混
合
病

棟
で
多
種
多
様
な
患
者
さ
ん
の
入
院
受
入
れ
を
し

て
い
ま
す
。

　

検
査
や
手
術
が
多
い
で
す
が
、
一
日
も
早
い
社

会
復
帰
が
で
き
る
よ
う「
優
し
さ
」「
思
い
や
り
」を

も
っ
て
日
々
看
護
を
し
て
い
ま
す
。

【
Ｃ
病
棟
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

循
環
器
内
科
と
心
臓
血
管
外
科
の
病
棟
で
す
。

入
院
患
者
さ
ん
は
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
・
心
不
全
・

不
整
脈
等
の
方
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
受
け

ら
れ
る
短
期
入
院
の
方
も
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
下
肢
静
脈
瘤
・
胸
腹
部
の
大
動
脈
瘤
・

心
臓
弁
膜
症
の
手
術
を
受
け
ら
れ
る
方
も
入
院　

さ
れ
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

忙
し
い
病
棟
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
は
み
ん
な
笑

顔
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

【
外　

来
】

　

各
診
療
科
と
救
急
対
応
、ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
治
療
、

消
化
器
内
視
鏡
、
外
来
化
学
療
法
等
を
担
当
し
て

い
ま
す
。『
外
来
は
病
院
の
顔
』
で
あ
る
と
い
う
気

持
ち
を
常
に
持
ち
、
笑
顔
・
親
切
・
丁
寧
な
対
応

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

診
察
・
検
査
・
治
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん

が
安
心
し
て
通
院
し
て　

頂
け
る
よ
う
な
地
域
に

根
ざ
し
た
病
院
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
手
術
室
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

手
術
室
3
部
屋
・
血
管
造
影
室
1
部
屋
の
計

4
室
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。主
に
脳
神
経
外
科
・

心
臓
血
管
外
科
・
整
形
外
科
・
外
科
・
皮
膚
科
の

手
術
を
年
間
9
3
0
件
行
っ
て
い
ま
す
。　

手
術

と
い
う
と
緊
張
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
緊
張
が
少
し
で
も
和
ら
げ
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
し
っ
か
り

関
わ
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

能登川病院保育所

昴会看護部
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デイケアの風景

個別ケアの提供

声掛け・ふれあい
寝たきりの方や自身からあまりコミュニケーションを

とられない方には、職員から積極的にコミュニケーションを

とることによって、楽しく安心して過ごしていただける様に

しています。

歩行訓練
リハビリテーションとは別に、医師の指示のもと、

日常生活の中で歩行器や老人車といった、それぞれの

利用者さんに合った機器を使用して、歩行訓練を

おこなっていただき、在宅への復帰を支援しています。

体　操
毎日決まった時間に体操をおこない、日々の生活の中で身体を

動かす機会を設けています。また、皆様一緒に楽しみながら

体操をすることによって、利用者さんどうしの

コミュニケーションもとっていただいています。

リスタあすなろの
送迎車にて利用者さんの
ご自宅へ、職員が付き添い、
毎日送り迎えをしています。

作品制作やカラオケなど、
毎日様々なレクリエーション
を提供し、利用者さんに
楽しんでいただいています。

作品制作やカラオケなど、
毎日様々なレクリエーション
を提供し、利用者さんに
楽しんでいただいています。

リスタあすなろの
送迎車にて利用者さんの
ご自宅へ、職員が付き添い、
毎日送り迎えをしています。
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１
９
６
５
年（
昭
和
４
０
年
）私
が
卒
業
し
た
年
で
す
。

一
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
活
を
経
て
医
師
免
許
を
取

得
、
新
米
の
医
者
と
し
て
の
生
活
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。大
学
院
で
の
研
究
も
同
時
進
行
中
で
し
た
が
、
い

ま
や
歴
史
の
中
に
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
学
園
紛
争

が
最
高
潮
に
達
す
る
時
期
で
、大
学
は
学
び
の
場
で
は

な
く
な
っ
た
の
で
す
。そ
れ
か
ら
5
0
年
、
一
昨
年
の

秋
晴
れ
の
1
1
月
某
日 

カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ
イ
（
京

都
大
学
全
体
の
同
窓
会
）に
学
部
代
表
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。時
計
台
大
講
堂
に
特
設
の
舞
台
が
あ
り
“先

生
！
”と
舞
台
よ
り
艶
ぽ
い
声
掛
け
に
び
っ
く
り
、
馴

染
の
芸
妓
や
舞
妓
が
踊
り
の
準
備
中
で
し
た
。新
米
の

医
者
に
な
り
た
て
の
こ
ろ
、機
動
隊
と
対
峙
し
た
色
と

り
ど
り
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
た
覆
面
姿
の
学
生

が
放
水
に
対
し
石
や
角
棒
で
戦
か
っ
て
い
た
姿
が
走

馬
灯
の
よ
う
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。当
時
机
や

椅
子
で
バ
リ
ケ
ー
ド
が
作
ら
れ
怒
号
が
飛
び
交
っ
て

お
り
ま
し
た
。大
学
も
大
学
病
院
も
全
く
機
能
停
止
に

陥
り
、
研
究
生
活
を
あ
き
ら
め
臨
床
医
の
道
へ
、
放
浪

の
旅
に
出
た
の
も
、ゴ
リ
ラ
研
究
で
有
名
な
学
長
と
並

ん
で
舞
台
を
鑑
賞
し
つ
つ
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
人

生
を
振
り
返
っ
て
お
り
ま
し
た
。予
期
せ
ぬ
社
会
の
激

動
に
よ
っ
て
、同
級
生
１
０
０
数
名
そ
れ
ぞ
れ
自
己
判

断
で
の
行
動
で
す
、私
は
当
時
設
備
東
洋
一
と
い
わ
れ

た
病
院
に
幸
運
に
も
就
職
で
き
、京
都
に
帰
っ
て
か
ら

は
医
療
ド
ラ
マ
を
つ
く
り
T
V
朝
日
よ
り
１
年
間
放

映
し
た
り
、医
師
会
の
役
員
を
７
年
間
や
っ
た
り
し
て

世
間
の
常
識
の
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
、

昴
会
を
こ
の
滋
賀
の
地
に
創
れ
た
の
も
こ
れ
ら
人
生

の
偶
然
が
積
み
重
な
っ
て
の
こ
と
で
す
。昴
会
で
は
素

晴
ら
し
い
職
員
に
恵
ま
れ
“我
が
人
生
に
悔
い
な
し
”

こ
れ
が
私
の
今
の
心
境
で
す
。

昴会・随想録

医
の
道
50
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

昴会スタッフによるリレーエッセーの連載が始まります。
このリレーエッセーには、制約があります。それは、執筆者が次の執筆者を指名すること、
そして、その際、必ず他科のスタッフを指名しなければならないことです。さて、記念すべき
第一回は、昴会理事長 相馬俊臣医師です。相馬理事長は、次にどのスタッフを指名するのでしょうか？
昴会スタッフの所感とともに、次回はどのスタッフが執筆するかも楽しんでください。

昴
会
理
事
長
　
相
馬
俊
臣

入所しておられる利用者さんそれぞれに合った個別のケアを提供しています。
その一部を紹介させていただきます。

地域のボランティアの
方々によるハンドベル演奏の
様子です。シーツ交換や
催し物など、様々な
ボランティアの方に
ご協力いただいて、
実施しています。

地域のボランティアの
方々によるハンドベル演奏の
様子です。シーツ交換や
催し物など、様々な
ボランティアの方に
ご協力いただいて、
実施しています。

介護老人保健施設
リスタあすなろ
Risuta Asunaro 

介護老人保健施設
リスタあすなろ
Risuta Asunaro 

手術シーンの指導中

医事監修したドラマ台本の一部

医事監修したドラマ出演者、監督とのヒット祈願

日野中央病院（現日野記念病院）
定礎式(昭和60年)

スポーツニッポンの連載記事
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J
R
A
武
豊
騎
手
、日
野
記

念
病
院
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ

ェ
ア
寄
贈

　
昨
年
、
ロ
ン
ジ
ン
I
F
H
A

（
国
際
競
馬
統
括
機
関
連
盟
）
か

ら
日
本
人
現
役
騎
手
初
「
ロ
ン
ジ

ン
I
F
H
A
国
際
功
労
賞
」
を
受

賞
さ
れ
た
J
R
A
所
属
、
武
豊
騎

手
よ
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。武
騎
手

か
ら
は
「
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
の

方
々
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
い
う
お

言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
野
記
念
病
院
B
病
棟
多
目

的
室
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ

求人情報 あなたの笑顔とやさしい心を待っている患者さんがいます。
日野・東近江の地であなたの専門性を発揮してみませんか。
ご応募おまちしております。

医療法人社団　昴会
〒529-1642 滋賀県蒲生郡日野町上野田 200 番地 1 TEL 0748-52-8073
ホームページアドレス　http://www.subarukai.jp

医師、看護師、薬剤師、社会福祉士
その他職種の募集に関しては昴会ホームページ又は、お電話にてお問い合わせください。

①スポーツ観戦。もともとスポーツが好き
で、特に野球とサッカーが好きです。②子供
も野球が好きなので、一緒に球場に行きたい
です。③読書。頭が整理されてスッキリしま
す。④４月より、日野記念病院から湖東記念
病院に異動となりましたが、日野記念病院・
能登川病院でも外来診療を行います。引き続
き、よろしくお願い申し上げます。

平成 30年 4月～
日野記念病院より異動

平成 29年 11 月～

よしひろにしむら

西村　嘉洋

日野記念病院

湖東記念病院

整形外科

異動

①ジョギング。タバコをやめてから急激に
体重が増加したために始めたのですが、ジ
ョギング後の爽快感にハマり趣味になって
しまいました。②熊本 . 湯布院。家族旅行の
計画を立てて旅館の予約を取った直後に熊
本地震が起きてキャンセルして以来行けて
いないから。③ジョギング　ゴルフ④今年
で 50 歳になりました。健康に留意しつつ精
一杯頑張りたいと思います。

平成 30年 4月～

まつよし かつひろ

松吉　雄大

整形外科

新任
①ドライブです。日野に来て車中心の生活に
なり、車も新調したのがきっかけです。②一
番行きたいのは、脊椎外科を究められた高橋
先生の境地です。私は先生の足下のさらに地
下数千万 kmにも及びませんが、究められた
達人の眼前にはどのような景色が広がって
おられるのか、いつか一度でいいので眺めて
みたいです。③今の私には入ってくるストレ
スの方が極端に多く、消化不良なのですが、
日帰り温泉に行ってリフレッシュします。普
段は近くを走ったり散歩したりしています。
④今年２月から脊椎センターに勤務してい
ます。まだまだわからないことやできないこ
とが多く、ご迷惑をおかけしますが、ご指導
を諦めず、何卒よろしくお願いいたします。

平成 30年 2月～

たなか まさし

田中　真砂史

滋賀脊椎センター

理事長挨拶

新入職員歓迎会 in ツバメカフェ

新任

①釣り。前から好きでしたがそこに琵琶湖が
あるので。②海外ならどこでも。刺激になる
ので。③ビールを飲むことで心身の健康を維
持しています。④湖東記念病院は周りが田ん
ぼで見晴らしが良いので好きです。宜しくお
願い致します。

みなみだて なおし

南舘　直志

心臓血管外科

新任

平成 30年 4月～

たなべ まさき

田辺　正喜

循環器内科

新任
2018 年 4 月より小児科医として勤務するこ
とになりました赤堀史絵（あかぼりしえ）と
申します。外来では小児一般診療と専門外来
（多動、不注意、自閉症などの発達障害）を行
います。
今ハマっているとまではいかないですが興
味があってしていることは伝統ヨガです。ヨ
ガをすると体の調子もよくなるし、精神的に
も波立たなくなるので心身のリフレッシュ
に最適です。
地域の子どもたちの笑顔のために頑張りま
すので、よろしくお願いいたします。

①特にないのですが、5年以上前から縁があ
ってライフワークとして、アジアを中心に年
数回心血管カテーテル治療に行かせていた
だいております。やりがいがありハマってお
ります。②アルジェリア　昨年一度 1 週間で
治療を行うために伺った折、大変でしたが現
地の皆さんがとても友好的で強烈に印象に
残っております。是非再訪したい。③車を運
転中に自己反省をしたり、スイッチをいれか
える。④よろしくお願いいたします。

平成 30年 4月～

しえあかぼり

赤堀　史絵

小児科

新任

①ハマッていることと、ハマったキッカケを教えてください。
②一番行きたいところと、その理由を教えてください。
③疲れやストレスが溜まった時のリフレッシュ法、又は普段から行っている
　健康法を教えてください。
④最後に一言よろしくお願いします。

新任医師・異動医師の紹介
　
平
成
30
年
4
月
2
日（
月
）、
昴
会
入
社
式
及

び
辞
令
交
付
式
、
終
了
後
に
は
新
入
職
員
歓
迎

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
23
名
の
職
員
を
新
た
に
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
思
い
や
り
と
感
性
に
あ
ふ
れ
た
医
療
で
地

域
社
会
の
信
頼
に
応
え
よ
う
」
と
い
う
理
念
の

も
と
に
、
入
社
時
に
抱
い
て
い
る
志
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
現
場
で
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

平成 30 年度昴会入社式を行いました！

辞令交付



医療法人社団  昴会グループ　

日野記念病院
住所：滋賀県蒲生郡日野町
　　 上野田 200 番地 1
TEL：0748-53-1201　
FAX：0748-53-1455
ホームページアドレス　
http://www.hino-hp.jp

湖東記念病院
住所：滋賀県東近江市平松町 2番地 1
TEL：0749-45-5000　
FAX：0749-45-5001
ホームページアドレス　
http://www.koto-hp.jp

東近江市立
能登川病院（指定管理）
住所：滋賀県東近江市猪子町 191 番地
TEL：0748-42-1333　
FAX：0748-42-6571
ホームページアドレス　
http://notogawa-hp.siga.jp

介護老人保健施設　
リスタあすなろ
居宅介護支援事業所
住所：滋賀県蒲生郡日野町
　　 上野田 246 番地
TEL：0748-52-6000　
FAX：0748-52-6003
ホームページアドレス　
http://www.subarukai.jp/cms_asunaro/

訪問看護ステーション　
ひ　の
住所：滋賀県蒲生郡日野町
　　 松尾 988 番地 1
TEL：0748-52-8161　
FAX：0748-52-8162
ホームページアドレス　
http://www.subarukai.jp/sthino/
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【昴会本部】〒529-1642  滋賀県蒲生郡日野町上野田200番地1  　TEL（0748）52-8073　FAX（0748）53-1206
ホームページアドレス　http://www.subarukai.jp　　メールアドレス　jim@subarukai.jp
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